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体のネットワーク構造中の結合角(4T-0-T:T=Si,Ge)の減少ならびに(Si,Ge)04四面体の3員環構

造の増加であることを明らかにした。また、これらの構造変化は、より高い圧力での衝撃圧縮でそ

の残留熱により緩和され、ガラス構造は衝撃前の状態に近づくことも分かった。ラマンスペクトル

の解析からも、これらの構造変化と構造緩和が生じる衝撃圧はGeO2成分の増加に伴い低下すること

が確認された。これは、Si'I+に比べGe4+のイオン半径が大きいため、Ge-0結合はSi-0結合よりその

結合力が弱く、(Si,Ge)04四面体の再編が容易であるためと考えられる。また、ラマンスペクトル

のv=420cm~'付近のバンFの波数の変化から、GeO2成分の増加に伴い竺T-0-Tの変化が小さくなるこ

とが見出された。これはく未衝撃のGeO2ガラスがSiO2ガラスよりコンパクトな構造をしているた

めであると思われる。（図4）
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GeO2及び80GeO2-20SiO2ガラスのFSDP位置の圧力変化

(▲はSiO2ガラスのデータ、Shimadaetal.,2002より引用）
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GeO2及び80GeO2-20SiO2ガラスのラマンスペク

振動数の圧力変化（▲はSiO2ガラスのデータ、

トルのv-420cm-1バンドの

0kunoetal.,1999より引用）
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